
ワークショップ

活動拠点を考えよう!

名城大学建築学科 谷田真



活動拠点整備は必要ですか？

今のままでは駄目なのですか？

【第1回ワークショップ_テーマ】



● 活動拠点整備は必要でしょ！

● 場がもつチカラを信じている

【わたしの立ち位置】



● ファニチャー＋α がもつチカラ

● ものづくり(プロセス) がもつチカラ

【自己紹介】
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　セルフビルドというかたちは、まさに幸せのカタチではないだろうか。必ずしも必要ではないが、そこにあったら
毎日の生活が楽しくなるもの。日常のなかのふとした一瞬を演出する装置として、島Cafe・treefurnitureをつくった。

　佐久島の、海の見える高台にある一本の榎（えのき）の上に、３人ほどがすわることのできる面を構成する。それは
シェルターのようなおおげさなものではなく、島の人たちと観光客をそっと出迎える。

　２×４材をスノコのようにして組み上げた島Cafe・treefurnitureは、木を傷つけないようにかたちを探っていたら
佐久島のかたちに近づいた。見下ろすと、佐久島の海に潜っていけるよう。視線を上げれば、そこにはのどかな島の
緑と　空気、どこまでもつづく海が見渡せる。
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島カフェ・ツリーファニチャー
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かいだん リビング
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BOOK WORM
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スリット壁を利用した本棚と小上がり 

父母らに配布したチラシ 

子どもたちが好きな色を塗ったランドセル入れ 学童外観 

庭のタイヤ遊具を父母と子どもたちで製作 棚板を好きな色で塗る 

建設業者の指導を受け、家具を製作 モザイクタイルを並べ看板を製作 
学童保育の育て方



学童保育の育て方
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学童保育の育て方



学童保育の育て方
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ライティングダクトレール＋パイプ吊具φ16 他
オーデリック LD 0211BT( ブラック )　LD 0313BT( ブラック )

スポットライト　60W
オーデリックOS 047 355LD( ブラック・電球色 )

シャッター
ディスプレイ用ロープ

フック H2300 壁：現状のまま ( 素地 )
フック
 H1700
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床：現状のまま　
　（主にタイル）

フラッグガーランド
　　　　　　（DIY）

＊机、棚、ベンチ、ゲート、スツール、黒板は
   DIY にて制作

可動
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● ファニチャー＋α がもつチカラ

● ものづくり(プロセス) がもつチカラ



【第1回ワークショップ_進め方】

Step①
これまで交わされてきた議論等を振り返る：目的の整理と確認

Step②
活動拠点が利活用されるシーンを想像する：使われ方の検討

Step③
活動拠点整備がもたらすチカラを抽出する：必要性の有無

ワークショップ「活動拠点を考えよう！



【第1回ワークショップ】

Step①

これまで交わされてきた議論等を振り返る

目的の整理と確認

ワークショップ「活動拠点を考えよう！

個人ワーク(ポストイット)→グループワーク(模造紙)→グループ発表（口頭）



【第1回ワークショップ】

Step②

活動拠点が利活用されるシーンを想像する

使い方の検討

ワークショップ「活動拠点を考えよう！

個人ワーク(ポストイット)→グループワーク(模造紙)→グループ発表（口頭）
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【第1回ワークショップ】

Step③

活動拠点整備がもたらすチカラを抽出する

必要性の有無

ワークショップ「活動拠点を考えよう！

まとめ



【今後のワークショップ_予定】

第2回ワークショップ
実際の空間で「仕掛け」が利活用されるシーンを想定する

→仕掛けの精度を高める

第3回ワークショップ
実際に設定された「仕掛け」で何が出来そうかを提案する

→仕掛けを使ったプログラムの検討

ワークショップ「活動拠点を考えよう！


